
町公民館の主な事業等
募集要項など、詳細は「広報のぎ」でお知らせします。
（ここに掲載されているものは予定ですので変更される場合もあります。）
問い合わせ先　℡57－4177

分館の主な事業一覧
詳しくは班回覧等でお知らせします。（ここに掲載されているものは予定ですので変更される場合もあります。）

事 業 名 期間（期日） 募集人数 備　　考

町民大学 ８月～２月 30名 一般・文学コースの２種類

夏休み工作教室 ７月 20名 小学生対象　

いきいきセカンドライフ 11月～12月 20名 退職後の楽しみや仲間づくり

ハンドベル講座 ８月 11名

女性力アップセミナー 11月～12月 20名 女性対象

ガーデニング講座 ６月～９月 30名

パソコン初心者講座 ９月～10月 10名

夏休み宿題支援教室 ８月 30名 小学生対象

グリーンツーリズム ６月～12月 30名 親子対象

おもてなし英会話講座 ６月～２月 各回15名

英語で読み聞かせ講座 ６月～10月 各回５組

英会話ラウンジ ５月～２月 各回15名 初心者・中級・子ども向けコース

公民館まつり ２月17・18日 公民館利用サークル活動体験

大人のための世界史講座 ６月・１月 各回30名

若者の出会い応援事業 10月・３月 男女各20名

七歳合同祝 11月15日 来年度小学校入学予定児対象

月 友沼分館 野木分館 佐川野分館 南赤塚分館 新橋分館

４ 総会 文化振興「ささら祭り」
模擬店 観桜会 総会 総会

読書支援事業（～3月）

５
五月の風に誘われてサ
イクリング
野木小運動会敬老者招待

６ 健康ウォーキング（１）
ボウリング大会

わいわいがやがや文化
研修
ホタル観賞会

分館学習会 グラウンドゴルフ大会
春季敬老会 敬老おたのしみ会

７ 親子で楽しむ集い ボウリング大会
視察研修（女性部） バス研修会

８ 子供研修会 分館学習会 映画会

９ 友沼小コミュニティ大
運動会 佐川野っ子運動会

視察研修
南赤塚小運動会敬老者
招待

ウォーキング大会
新橋小運動会敬老者招待

10 シニアスポーツ大会
健康ウォーキング（２）

芋煮会
敬老者感謝の集い 健康ウォーキング

講演会
フラワーアレンジメント
ニュースポーツ大会

バス研修会
グラウンドゴルフ大会

11
チャレンジフェスティ
バル参加
七歳合同祝

バス研修会
七歳合同祝

七歳合同祝
ゲートボール大会

ウォーキング大会
七歳合同祝 七歳合同祝

12
蕎麦打ち講習会
フラワーアレンジメン
ト他

フラワーアレンジメント

１ 押し花アート 赤小１年生昔遊び 分館冬まつり
（どんど焼き）

２ 高齢者学級 ボウリング大会
３ 総会

平成29年度の公民館事業
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今
年
は
、
公
民
館
創
立
40
周
年
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
沢
山
の
町
民

の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
や
学
び
の
場

と
し
て
存
在
し
、
５
つ
の
学
区
分
館

と
も
連
携
し
な
が
ら
歩
ん
で
き
た
40

年
の
月
日
に
重
み
を
感
じ
ま
す
。
お

り
し
も
、
公
民
館
の
シ
ン
ボ
ル
で
も

あ
る
望
楼
が
、
耐
震
上
の
問
題
か
ら

今
年
度
解
体
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
長
い
間
親
し
ん
で
い
た
だ
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
40
年
は
高
度
経
済
成
長
期
を

経
て
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、

一
人
暮
ら
し
な
ど
が
進
行
す
る
中
、

現
在
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て
い
ま

す
。
公
民
館
も
分
館
も
そ
の
流
れ
に

即
し
て
、
町
民
の
皆
様
が
楽
し
く
、

自
主
的
な
活
動
が
展
開
で
き
る
様
な

事
業
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
町
づ
く

り
の
主
人
公
は
『
自
分
た
ち
』
と
考

　

こ
の
度
、
佐
川
野
学
区
分
館
長
の

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
諸
先
輩

方
の
偉
大
な
功
績
を
受
け
継
ぎ
、
佐

川
野
学
区
分
館
の
発
展
の
た
め
に
、

全
力
で
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

分
館
行
事
の
一
つ
の
観
桜
会
は
先

日
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
が

こ
れ
か
ら
、
研
修
旅
行
、
合
同
運
動

会
な
ど
、
数
々
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

皆
様
と
共
に
協
力
し
合
い
な
が
ら

活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
と
も
皆
様
の
温
か
い
ご
指

導
、
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

野
渡
分
館
で
は
、
さ
さ
ら
祭
り
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
４
月
８
日
（
土
）

帰
社
祭
に
合
わ
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
模
擬
店
を
設

け
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
と
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
の
無
償
配
布
を
行
い
、
さ
さ
ら

祭
り
の
支
援
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

午
後
２
時
、
仮か

り

や舎
で
神
官
の
祝の

り

と詞

と
大
勢
の
人
の
見
守
る
中
、
棒
式
の

舞
と
獅
子
舞
を
舞
っ
た
後
、
当
番
耕

地
の
寺
山
の
山だ

車し

を
先
頭
に
、
笛
と

太
鼓
の
祭
囃
子
と
共
に
、
新
田
、
上

宿
、
下
宿
、
細
谷
の
山
車
に
続
き
、

ご
神
体
の
神み

輿こ
し

渡と

御ぎ
ょ

が
始
ま
り
ま

す
。
コ
ー
ス
は
、
さ
さ
ら
発
祥
の
野

渡
地
区
の
上
宿
～
下
宿
～
細
谷
～
寺

山
～
新
田
を
巡
り
、
耕
地
境
で
は
、

神
輿
や
宝
剣
等
の
担
ぎ
手
が
入
れ
替

わ
り
、
約
３
時
間
に
亘
り
練
り
歩

き
、
最
後
に
熊
野
神
社
本
殿
前
で
、

棒
式
の
舞
の
神
童
子
の
「
エ
ン
、
エ

ン
」
「
ヤ
ー
」
と
云
う
元
気
な
声
が

杉
木
立
に
響
き
亘
り
ま
す
。
そ
し
て

次
の
獅
子
舞
と
共
に
、
熊
野
神
社
本

殿
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

え
て
、
ぜ
ひ
と
も
公
民
館
や
分
館
の

活
動
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
が
公
民
館

活
動
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
参
加
さ

れ
、
公
民
館
は
い
つ
も
賑
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
更
に
多
く
の
方
に
公
民
館

デ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
た
だ
き
、
自
ら

そ
の
恩
恵
を
享
受
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

はい、おいしいよ

棒式の舞と獅子舞

文
化
振
興 

さ
さ
ら
祭
り

館
野　

忠
男

野木
（野渡）

佐川野

公
民
館
長
よ
り
一
言

新
分
館
長
よ
り
一
言

公
民
館
デ
ビ
ュ
ー
を

綾
部　

ナ
ミ
子

分
館
か
ら

公民館　館報ふれあい

2

【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局）☎57－4177



　

小
雨
振
る
な
か
、
桜
満
開
の
日
、

多
数
の
参
加
者
の
皆
様
と
来
賓
の

方
々
を
迎
え
、
４
月
７
日
ホ
ー
プ
館

に
て
観
桜
会
を
催
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

地
域
の
方
や
協
力
さ
れ
た
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

余
興
と
し
て
毎
年
恒
例
の
笑
い
の

あ
る
ウ
ガ
ち
ゃ
ん
の
漫
談
、
峰
ひ
ろ

み
さ
ん
の
迫
力
あ
る
演
歌
、
最
後
に

地
域
の
皆
様
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
、
元

気
な
皆
様
の
歌
の
数
々
に
心
温
ま
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
に
な
っ
て
か
ら
気
温
の
寒
暖

差
や
花
粉
の
飛
散
な
ど
に
よ
り
体
調

を
く
ず
し
が
ち
に
な
る
日
も
あ
り
ま

す
が
、
当
日
は
満
開
の
桜
を
鑑
賞
し

な
が
ら
、
皆
様
と
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
橋
学
区
分
館
で
は
、
新
橋
小
学

校
の
図
書
室
に
新
橋
分
館
文
庫
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
毎
月

３
冊
の
本
を
、
寄
贈
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
今
年
で
４
年
目
と
な
り

ま
す
が
、
コ
ー
ナ
ー
に
は
学
年
毎
に

果
物
の
絵
を
付
け
て
お
り
ま
す
。
例

え
ば
１
年
生
の
本
に
は
「
サ
ク
ラ

ン
ボ
」
、
３
年
生
の
本
に
は
「
み

か
ん
」
と
い
う
よ
う
に
分
か
り
易
く

分
類
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
分
館
文
庫

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
数
十
冊
の
本
が
並

ん
で
い
ま
す
。
児
童
の
皆
さ
ん
も
大

変
喜
ん
で
お
ら
れ
る
と
の
事
で
す
。

本
の
選
定
は
、
図
書
室
の
司
書
の
方

に
お
任
せ
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
橋
学
区
分
館
で
は
、
こ
の
よ
う

な
分
館
文
庫
の
他
に
も
、
地
域
学
区

の
児
童
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
の
皆
様

に
、
分
館
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
楽
し
み
親
し
ん
で

頂
け
る
様
な
催
事
を
今
後
も
計
画
し

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

お
し
ま
い
に
分
館
事
業
の
案
内
を

回
覧
で
お
回
し
し
て
い
ま
す
が
、
ご

家
族
の
皆
様
に
周
知
さ
れ
る
様
、
ご

家
庭
内
で
の
回
覧
も
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

「
楽
し
く
学
ぼ
う
、
身
に
つ
け
よ

う
」
を
合
言
葉
に
中
高
年
者
向
け
の

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
て
以

来
、
毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

会
員
よ
り
「
写
真
入
り
の
年
賀
状

が
出
来
た
」
「
認
知
症
防
止
に
も
パ

ソ
コ
ン
は
役
立
っ
て
い
る
」
「
自
治

会
の
会
計
報
告
に
も
活
用
し
て
い

る
」と
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
パ
ソ
コ
ン
を
学
ぼ
う
と

す
る
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。
初
心
者

大
歓
迎
で
す
。

場
所　

町
公
民
館

活
動
日　

毎
月
各
ク
ラ
ス
２
回

（
第
１
・
３
水
曜
日
）
９
時
30
分
～

12
時
又
は
、
13
時
～
15
時
30
分

募
集
人
員　

15
名

会
費　

月
２
、
５
０
０
円
（
資
料
代

込
み
）

申
し
込
み　

６
月
１
日
～　

先
着
順

申
込
・
問
合
せ
先

浜
田
敏
路
（
☎
56

−

０
３
８
２
）

新橋小学校内　寄贈図書

活動風景

余興を見ながら楽しみました

　

こ
れ
か
ら
も
分
館
役
員
一
同
、
力

を
合
わ
せ
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

観
　

桜
　

会

新
橋
学
区

分
館
文
庫

サ
ー
ク
ル
紹
介

の
ぎ
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

新橋

佐川野
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本
好
き
な
人
を
多
く
す
る
、
本
の

世
界
を
広
く
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
、

く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
で
好
き
な
本
や

お
す
す
め
し
た
い
本
な
ど
を
話
し
合

う
読
書
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
ひ
ま
わ
り
真
空
管
ク
ラ

　

役
場
近
く
の
丸
林
中
央
公
園
の
隣

に
あ
る
音
楽
教
室
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
水

森
」
で
２
歳
か
ら
80
歳
の
生
徒
さ
ん

と
指
導
者
６
名
と
夢
い
っ
ぱ
い
の
教

室
を
主
宰
し
て
24
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　

私
は
野
木
町
に
生
ま
れ
育
ち
、
多

く
の
素
晴
ら
し
い
先
生
方
と
の
出
会

い
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
音
楽
の
心

の
原
点
は
野
木
中
学
校
時
代
に
あ

　

３
年
前
の
読
書
の
ま
ち
宣
言
を
受

け
て
、
真
の
読
書
の
ま
ち
を
実
現
す

る
た
め
に
、
次
の
３
つ
を
柱
に
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

① 

本
に
親
し
む
た
め
の
活
動

② 

図
書
館
に
親
し
む
た
め
の
活
動

③ 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ブ
」
の
協
力
を
得
て
、
レ
コ
ー
ド
、

Ｃ
Ｄ
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
を
持
ち
寄
っ
て
、
真

空
管
ア
ン
プ
の
艶
や
か
な
音
色
を
楽

し
む
音
楽
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
映
像
を
交
え
た

迫
力
あ
る
演
奏
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
講
演
会
、
講
座
、
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
大
会
、
子
ど
も
ク
イ
ズ

大
会
な
ど
も
開
い
て
い
ま
す
。

　

広
報
の
ぎ
の
図
書
館
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
っ
て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

り
、
音
楽
の
関
静
枝
先
生
か
ら
品
格

を
、
吹
奏
楽
の
大
塩
宗
里
先
生
か
ら

は
協
調
性
と
心
の
強
さ
を
学
び
ま
し

た
。

　

野
木
町
の
式
典
に
は
声
楽
家
と
し

て
出
演
さ
せ
て
頂
き
生
ま
れ
育
っ
た

野
木
町
で
歌
え
る
喜
び
は
格
別
で

す
。

　

音
楽
教
室
の
生
徒
さ
ん
の
中
に

は
、
県
外
か
ら
お
越
し
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
音
楽
の
お
仕
事
に
携

わ
る
方
は
も
と
よ
り
、
人
生
を
よ
り

豊
か
に
楽
し
く
、
私
の
生
ま
れ
育
っ

た
野
木
町
か
ら
音
楽
を
奏
で
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
29
年
度
も
次

の
メ
ン
バ
ー
で
館
報
の
編
集
を
担
当

い
た
し
ま
す
！

　

地
域
に
密
着
し
て
、
読
み
や
す

く
、
わ
か
り
や
す
い
記
事
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
す
！

　

読
者
の
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
！

【
友
沼
分
館
】

・　
丸
尾　

香
織

・　
須
田　

美
和

【
野
木
分
館
】

・　
小
林　

恵
理
子

・　
神
原　

秀
夫

【
佐
川
野
分
館
】

・　
萩
原　

美
佐
子

・　
岩
﨑　

久
美
子

【
南
赤
塚
分
館
】

・　
齊
藤　

逸
郎

・　
有
田　

論
理

【
新
橋
分
館
】

・　
舘
野　

恒
夫

・　
高
橋　

千
津
子

「
特
集
き
ず
な
」

　

あ
な
た
に
と
っ
て
の
人
と
の
き
ず
な

を
掲
載
し
ま
す
。
家
族
や
友
人
な
ど
身

近
に
い
る
方
と
の
き
ず
な
を
ご
紹
介
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

「
読
者
の
声
」

　

自
分
は
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
、

考
え
て
い
る
と
い
う
個
人
を
対
象
に
、

み
な
さ
ん
の
声
を
募
集
し
ま
す
。

「
サ
ー
ク
ル
紹
介
」

　

町
公
民
館
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
町
施
設
で
活
動
し
て
い
る
団
体
を
対

象
に
、
サ
ー
ク
ル
紹
介
を
募
集
し
ま

す
。

※�

各
記
事
の
掲
載
の
可
否
・
時
期
に
つ

い
て
は
、
編
集
委
員
会
で
決
定
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

音楽サロンの受付

真空管アンプ

読
書
の
ま
ち
づ
く
り
応
援
団

素
顔

音
楽
家　

水
森
千
里
さ
ん

館
報
編
集
委
員
紹
介

公民館　館報ふれあい
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